
日本共産党 日本共産党港区議員団2010年　秋季号
〒105-8511 東京都港区芝公園1-5-25 TEL：03-3578-2945  FAX：03-3578-2947    

メール mail@jcp-minatokugidan.gr.jp
ホームページ http://www.jcp-minatokugidan.gr.jp

9月16日に開かれた第3回定例区

議会本会議での代表質問で、「ヒ

ブワクチン接種費用を無料に」、

「子宮頸がんワクチン接種費用の

全額助成を」と質問しました。

区長は、「（ヒブワクチン、子宮

頸がんワクチン）接種費用助成を

実施する方向で検討する」と答え

ました。

この間、毎議会の代表・一般質

問で取り上

げてきたこ

とが実を結

びました。

『2011年度予算に対する重点要望書』を区長に提出
日本共産党港区議員団は9月17日、『2011年度当初予算に対する重点要望書』を区長
に提出しました。
『要望書』は、この
間の選挙や区民アンケ
ート、区民・各団体と
の懇談会等で寄せられ
た意見、要望を精査
し、特に緊急かつ重要
な項目について絞り込
み、来年度予算要望と
してまとめたものです。

区長要請する
党港区議員団
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区民の願い実現にがんばりました

保
護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
負
担
軽
減
を
求
め
る
請
願

が
出
さ
れ
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

公
私
格
差
は
縮
小
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し

て
教
育
費
負
担
の
格
差
は
月
三
二
、
五
六
八
円
に
も

な
っ
て
い
る
た
め
、
格
差
解
消
に
向
け
た
さ
ら
な
る

取
り
組
み
を
切
望
し
た
も
の
で
す
。

党
議
員
は
、
こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
は
公
私
格
差

を
二
分
の
一
以
内
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
き
た
が
、
ほ

ぼ
そ
の
目
標
が
達
成
で
き
、
今
後
は
、
例
え
ば
「
三

分
の
一
以
内
へ
」
な
ど
新
た
な
目
標
を
設
定
す
る
べ

き
。
と
質
問
。
ま
た
、
年
度
の
途
中
で
保
育
料
以
外

の
様
々
な
保
護
者
負
担
が
で
て
く
る
の
だ
か
ら
、
教

育
委
員
会
が
保
護
者
と
の
定
期
協
議
の
中
で
、
話
し

合
っ
て
解
決
す
る
べ
き
だ
と
質
問
し
ま
し
た
。

高
い
固
定
資
産
税
の
引
下
げ
を
都
に
求
め
よ

私
立
幼
稚
園
保
護
者
の
教
育
費
負
担
軽
減

に
関
す
る
請
願

09
年
度
決
算
委
員
会
　
決
算
5
案
　
認
定
せ
ず

◆
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費

◆
保
育
園
の
建
設
で
待
機
児
童

◆
特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者

つのゼロ
めざします

33
つのゼロ
めざします

全
会
一
致
で
採
択

固
定
資
産
税
が
引
上
が
り
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
の
経

営
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。「
港
区
が
都
に
対
し

て
、
固
定
資
産
税
を
引
下
げ
る
よ
う
要
求
せ
よ
」
と

質
問
。
企
画
課
長
は
、
都
が
税
額
の
上
限
を
前
年
度

の
一
、一
倍
に
抑
え
、
各
種
の
軽
減
策
も
あ
る
の
で

「
要
望
し
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

中
小
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
の
多
く
は
、
代
々
港
区
に
住

み
つ
づ
け
て
き
た
方
々
で
、
ビ
ル
経
営
と
と
も
に
、

商
売
を
し
て
い
る
方
が
多
く
、
町
会
の
役
員
、
消
防

団
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
地
域
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
ま
す
。
区
民

ま
つ
り
や
、
防
災
、
国
勢
調
査
等
々
、
様
々
な
協
力

を
し
て
区
政
の
下
支
え
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
々

が
高
い
固
定
資
産
税
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
。
ビ
ル

オ
ー
ナ
ー
の
苦
し
み
に
心
を
寄
せ
る
こ
と
が
区
の
姿
勢

で
は
な
い
の
か
、
と
決
算
委
員
会
で
質
問
し
ま
し
た
。

区
長
は
、
固
定
資
産
税
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
。

区
民
の
生
活
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
い
う

基
本
認
識
だ
と
答
え
ま
し
た
。

党
区
議
団
が
提
案
し
た
「
固
定
資
産
税
の
負
担
軽

減
を
求
め
る
意
見
書
」
が
、
全
会
一
致
で
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

議
員
団
は
、
無
認
可
保
育
所
入
所
者
の
助
成
、
待
機

児
童
の
解
消
、
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
の
解
消
、
精
神
障

害
者
に
障
害
者
手
当
を
、
絶
対
高
さ
制
限
の
導
入
、
再

開
発
事
業
の
検
証
、
再
開
発
へ
の
補
助
金
や
め
よ
、
学

校
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
を
、
国
保
料
値
上
げ
は
し

な
い
等
々
を
提
案
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
区
長
答
弁
は

区
民
に
は
冷
た
い
姿
勢
。
一
方
、
市
街
地
再
開
発
事
業

に
は
多
額
の
補
助
金
を
投
入
。
こ
の
た
め
決
算
五
案
は

認
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ワクチン
接　種ヒブ・子宮頸がん の無料化を 共産党議員団



呼
吸
器
障
害
三
級
の
方
で
、
外
出
を
含
め
常

に
酸
素
ボ
ン
ベ
を
携
行
、「
病
院
に
行
く
に
も

タ
ク
シ
ー
を
利
用
」、
と
こ
ろ
が
、
障
害
者
に

支
給
さ
れ
る
タ
ク
シ
ー
券
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

党
区
議
団
は
、「
三
級
で
あ
っ
て
も
、
常
時

酸
素
ボ
ン
ベ
が
必
要
」
で
、
病
院
に
行
く
に
も

「
タ
ク
シ
ー
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
方
へ
生

活
実
態
に
あ
わ
せ
て
タ
ク
シ
ー
券
を
支
給
す
る

よ
う
」
質
問
し
ま
し
た
。
し
か
し
区
長
は
、「
酸

素
ボ
ン
ベ
を
携
行
し
て
い
れ
ば
移
動
が
可
能
」

だ
か
ら
「
三
級
は
支
給
対
象
に
し
な
い
」、「
実

態
把
握
に
努
め
て
い
く
」
と
障
害
者
の
お
か
れ

た
状
況
を
考
え
な
い
答
弁
。
決
算
委
員
会
で
も

重
ね
て
質
問
。
す
で
に
二
三
区
中
十
区
で
内
部

障
害
三
級
で
も
タ
ク
シ
ー
券
を
支
給
。
二
区
で

「
常
時
酸
素
ボ
ン
べ
が
必
要
な
三
級
の
方
」
に

支
給
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
生
活
実
態
に
即

し
て
「
タ
ク
シ
ー
が
必
要
な
方
に
は
タ
ク
シ
ー

券
を
支
給
す
べ
き
」
と
質
問
し
ま
し
た
が
、「
内

部
障
害
の
方
の
生
活
状
況
や
ニ
ー
ズ
な
ど
の
実

情
を
十
分
把
握
し
、
適
切
に
対
処
」
す
る
と
、

本
会
議
の
答
弁
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

党
区
議
団
は
、
緊
急
暫
定
保
育
室
の
設
置
を

提
案
し
て
き
ま
し
た
。
区
も
こ
の
提
案
を
受
け

入
れ
、
現
在
、
五
ヶ
所
の
保
育
室
に
六
〇
五
名

の
子
ど
も
た
ち
が
入
園
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
保
育
園
の
待
機
児
童
数
は
、
八
月

一
日
現
在
九
二
〇
人
（
旧
基
準
）
と
依
然
と
し

て
深
刻
で
す
。
厚
労
省
の
調
査
で
、
全
国
の
自

治
体
の
中
で
待
機
児
童
数
が
ワ
ー
ス
ト
二
三

位
、
二
三
区
中
で
は
ワ
ー
ス
ト
八
位
で
す
。

東
麻
布
保
育
室
の
継
続
を
求
め
る
請
願
が
関

係
者
か
ら
一
五
四
七
筆
の
署
名
と
と
も
に
出
さ

れ
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員

は
、
本
会
議
で
東
麻
布
保
育
室
の
継
続
を
質
問
。

区
も
「
延
長
の
方
向
で
検
討
」
と
答
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
国
公
有
地
を
活
用
し
て
緊
急
暫
定

保
育
室
の
設
置
を
全
庁
上
げ
て
努
力
せ
よ
と
提

案
し
ま
し
た
。
高
輪
保
育
園
の
継
続
使
用
も
強

く
要
望
し
ま
し

た
。区

は
、
暫
定

保
育
室
設
置
に

つ
い
て
、
全
庁

的
に
有
益
な
情

報
取
得
に
努
め
、

待
機
児
童
解
消

を
め
ざ
す
と
答

え
ま
し
た
。

日
本
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
公
的
保
険
に
加

入
し
、
必
要
な
医
療
を
保
障
さ
れ
る
「
国
民
皆

保
険
」
の
国
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
医
療
保

険
と
い
う
の
は
、
万
一
の
病
気
の
た
め
に
保
険

料
を
払
う
わ
け
で
す
か
ら
、
高
い
保
険
料
を
払

っ
た
上
、
窓
口
負
担
が
あ
る
の
で
は
、
保
険
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

当
面
の
対
策
と
し
て
、
七
五
歳
以
上
の
医
療

費
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る
、「
医
療
費
無
料
制
度

を
国
に
求
め
る
」
こ
と
。

国
が
実
施
す
る
ま
で
の
間
、
長
年
に
わ
た
っ

て
社
会
を
、
港
区
を
支
え
て
き
た
高
齢
者
に
感

謝
と
敬
意
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
港
区
と
し
て

「
七
五
歳
以
上
の
医
療
費
の
助
成
制
度
の
実
施

を
」
と
質
問
し
ま
し

た
。区

長
は
、「
医
療
費

の
助
成
制
度
の
実
施

は
考
え
て
い
な
い
」

と
冷
た
い
答
弁
で
し

た
。

区
は
、
森
ビ
ル
や
三
井
不
動
産
な
ど
大
企

業
が
進
め
る
再
開
発
事
業
に
、
過
去
二
七
年

間
に
二
三
八
億
円
の
補
助
金
を
支
出
、
今
後

九
年
間
で
、
二
八
〇
億
円
も
の
税
金
投
入
を

計
画
。
規
模
と
ス
ピ
ー
ド
を
大
幅
に
引
上
げ

て
い
ま
す
。「
な
ぜ
森
ビ
ル
な
ど
に
補
助
金

を
出
す
の
か
。
や
め
る
べ
き
」
が
、
圧
倒
的

な
区
民
の
声
で
す
。
森
ビ
ル
な
ど
へ
の
再
開

発
補
助
金
は
キ
ッ
パ
リ
と
中
止
す
べ
き
。
区

民
が
補
助
金
支
出
を
ど
う
考
え
る
か
、
無
作

為
抽
出
で
調
査
す
べ
き
。
と
質
問
し
ま
し

た
。区

は
、「
市
街
地
再
開
発
事
業
へ
の
補
助

金
は
今
後
も
必
要
と
考
え
る
」
と
答
え
、
引

き
続
き
補
助
金
を
出
す
姿
勢
で
す
。

党
区
議
団
が
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
「
区

民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
も
、
約
八
割
が
「
高
さ

制
限
が
必
要
」、「
超
高
層
ビ
ル
は
こ
れ
以
上

い
ら
な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
区
は
、「
港
区
に
ふ
さ
わ
し
い

高
さ
制
限
を
設
定
し
て
い
く
」
と
答
え
て
き

ま
し
た
が
、
具
体
的
内
容
は
明
ら
か
に
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

党
議
員
は
、「
再
開
発
事
業
」
や
「
総
合

設
計
制
度
」
な
ど
を
活
用
す
れ
ば
、
制
限
が

効
か
な
い
よ
う
な
「
高
さ
制
限
」
で
は
な

く
、
区
内
ど
こ
で
も
、
ど
ん
な
手
法
で
も

「
こ
れ
以
上
の
高
さ
は
認
め
な
い
」
と
い
う

絶
対
高
さ
制
限
の
設
定
を
す
べ
き
だ
と
質
問

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
区
は
、「
区
内
一
律
に
決

ま
っ
た
数
値
で
高
さ
制
限
を
行
う
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
」
と
答

弁
。
結
局
は
再
開
発

な
ど
の
手
法
を
使
え

ば
、
抜
け
穴
だ
ら
け

の
制
限
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
ち
破

壊
、
環
境
破
壊
を
許

さ
な
い
区
民
の
運
動

が
必
要
で
す
。

るための大事な機会です。私たち6名の議員団は、みなさ
んからお寄せいただいた要望実現のために頑張りました。定
例会の主な質疑をご紹介します。

「
一
律
の
制
限
は
考
え
て
い
な
い
」

高
さ
制
限
　
区
の
姿
勢

今
後
九
年
間
で
二
八
〇
億
円

森
ビ
ル
な
ど
へ
の
支
出
を

中
止
せ
よ

外
出
に
酸
素
ボ
ン
ベ
必
要
な
の
に

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
支
給
し
な
い

七
五
歳
以
上
の
医
療
費
を
無
料
に

貧
困
と
格
差
の
拡
大
で
区
民
生
活
は
大
変
で

す
。
三
人
に
一
人
が
非
正
規
雇
用
、
女
性
と
若

者
で
は
二
人
に
一
人
が
非
正
規
雇
用
。
景
気
の

後
退
・
円
高
に
よ
る
影
響
を
も
ろ
に
受
け
る
中

小
企
業
・
商
店
は
深
刻
な
事
態
で
す
。
貧
富
の

差
に
よ
っ
て
医
療
に
差
別
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
全
国
で
は
す
で
に
一
七

高
校
生
ま
で
医
療
費
を
無
料
に

「
あ
り
す
の
杜
南
麻
布
」
が
開
設
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
七
月
の
特
養
ホ
ー
ム
の
申
込
者
は
三
六

市
町
で
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
治
療
に
専
念
で
き
る

よ
う
に
、「
医
療
費
の
無
料
化
を
高
校
生
の
年

代
ま
で
拡
大
す
る
」
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

区
長
は
、「
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

〇
名
と
深
刻
で
す
。
待
機
者
を
な
く
す
よ
う
特
養

ホ
ー
ム
の
増
設
を
求
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
担
当

課
長
は
、「
要
介
護
認
定
者
数
の
推
移
等
を
見
定

め
、
保
健
福
祉
計
画
改
定
の
中
で
、
整
備
の
必
要

性
を
検
討
」
す
る
と
、
従
来
か
ら
の
答
弁
を
繰
り

返
す
だ
け
で
、
入
所
待
ち
を
し
て
い
る
高
齢
者
に

思
い
を
寄
せ
な
い
ひ
ど
い
態
度
で
す
。

要
介
護
認
定
者
数
の
推
移
に
つ
い
て
は
既
に
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
保
健
福
祉
計
画
改
定

の
中
で
検
討
で
は
、
待
機
者
数
か
ら
み
て
も
遅
す

ぎ
る
事
を
指
摘
し
、
重
ね
て
増
設
を
求
め
ま
し

た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
を

精
神
障
害
者
に
も
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
を

支
給
す
る
よ
う
、
質
問
し
ま
し
た
。

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
は
①
身
体
障
害
者
、

②
知
的
障
害
者
、
③
特
殊
疾
病
（
国
、
都
が
指

定
す
る
八
一
の
難
病
）、
④
そ
の
他
各
号
に
準

ず
る
者
（
脳
性
ま
ひ
、
進
行
性
筋
委
縮
症
）
の

方
々
に
支
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
広
い
人

達
に
支
給
し
て
い
る
の
に
、
精
神
障
害
者
だ
け

は
除
外
、「
差
別
し
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ

な
い
」
こ
と
。
障
害
者
基
本
法
で
は
、「
障
害

を
理
由
に
、
差
別
す
る
こ
と
」
を
禁
止
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
、
精
神
障
害
者
に
も
「
心
身
障

害
者
手
当
の
支
給
」
を
求
め
ま
し
た
が
、「
検

討
課
題
と
考
え
て
い
る
」
と
の
冷
た
い
答
弁
に

終
始
し
ま
し
た
。

東
麻
布
保
育
室
の
延
長
を

求
め
る
請
願
が
採
択

保
育
園
待
機
児
童
解
消
へ
本
腰
入
れ
よ

全
国
で
ワ
ー
ス
ト
23
位

再
開
発
補
助
金

精
神
障
害
者
に
も

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
を

楽しい保育園の運動会

の暮らし第一にの暮らし第一に



議
院
選
挙
の
期
日
前
投
票
の
業
務
を
委
託
し
ま

し
た
。
期
日
前
投
票
業
務
に
、
延
べ
三
九
〇
人

が
従
事
、
会
員
さ
ん
も
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
シ
ル
バ
ー
が
行
っ
て
い
た

掲
示
板
の
管
理
の
仕
事
に
つ
い
て
も
、
来
年
度

実
現
で
き
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
担
当
課
長

は
、「
掲
示
板
管
理
業
務
の
委
託
の
可
能
性
に

つ
い
て
は
、
条
件
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
実
現

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

党
区
議
団
が
質
問
し
続
け
て
き
た
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
確
保
は
、
す
べ
て
の
事
業

者
が
、
平
日
の
夜
間
や
休
日
は
「
シ
ル
バ
ー
に

お
願
い
す
る
」
こ
と
が
、
答
弁
で
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

来年度の国民健康保険料をいくらにするか、区長会の下命を受けて23区国保課長会で検討され

ています。今までの住民税を基礎とした計算方法から、扶養控除や障害者控除などができなくな

る「旧ただし書き方式」（基礎控除のみ）に変更しようとしており、大幅な値上げになります。

課長会の試算によると、家族の多い人、低所得者が負担増となります（別表参照）。軽減措置

を検討していますが、それだけひどい値上げということですし、経過措置が終われば大幅な値上

げが待っています。

経過措置でも、65歳未満の給与所得者年収400万円で4人世帯の場合、年間42，275円の値上げ、

年金受給者2人世帯で年収200万円の場合8，054円の値上げになります。

国保は、高齢者や自営業者などが加入、収入のない方や事業者負担がないため、国の財政負担は

当然です。1980年代には国の負担が50％だったのに、現在では25％に大幅に下がっています。

高い保険料のため、港区では滞納者が37％、値上げが続けばますます滞納者が増え、国保事業

そのものが崩壊してしまいます。

さらに国は、国保への一般会計から

の繰り入れをさせないようにと、都道

府県単位での運営をうちだしています。

党区議団は、検討過程の情報を区

民・議会に明らかにすること、国保運

営協議会の意見を聞くなど、区長会の

結論だけの押しつけをやめるよう、が

んばっています。

決算委員会で、「『太平洋戦争』を『大東亜戦争』

と、子どもたちに正確に伝えるべき」という質問が保

守日本の議員から飛び出しました。侵略戦争当時の歴

史観を今も持ち続けている驚くべき質問でした。

「大東亜戦争」との呼び名は、欧米諸国の植民地支

配下にあったアジア諸国を解放して「大東亜共栄圏」

を確立することが戦争の目的であるとして、当時の軍

事内閣がつけた名前です。日本の侵略戦争であること

を覆い隠し、子どもたちに歴史の事実を偽って教える

ことは許せません。

戦後は、誤った戦争を重大な教訓として日本国憲法

前文でも「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起こ

ることのないやうにすることを決意」したのです。

「保守日本」（鈴木洋一、水野むねひろ、山本閉留

巳の3議員）は、前定例会で結成されました。結成を

前後して右翼的な発言が増えています。この間、学校

行事として靖国神社を参詣すべきとか、旧日本軍の勇

姿を学校で教えるべき、などと繰り返しています。

ローカル紙は、保守日本が区議会控室内に「神棚を

飾り、御祓いが行われた」と報じました。

6名の議員団奮闘
2010年第3回定例会が9月16日から10月8日まで開か
れました。今議会は、09年度の各会計決算の審議も行な
われました。決算審議は来年度予算に区民要望を反映させ

福
祉
会
館
の
管
理
・
運
営
を
請
け
負
う
事
業

者
を
決
め
る
議
案
が
、
自
民
・
公
明
・
民
主
な

ど
オ
ー
ル
与
党
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
二

〇
一
一
年
四
月
か
ら
指
定
管
理
と
な
り
ま
す
。

利
益
優
先
の
民
間
企
業
が
管
理
・
運
営
を
行

う
こ
と
か
ら
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
使
用

料
の
値
上
げ
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、

党
区
議
団
は
反
対
し
ま
し
た
。

審
議
の
中
で
、
敬
老
室
の
使
い
方
や
高
齢
者

の
各
種
教
室
、
町
会
や
老
人
会
な
ど
の
使
い
勝

手
が
後
退
し
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

確
保
を

区
の
掲
示
板
管
理
業
務
、
来
年
度

実
施
の
方
向
で
検
討

福
祉
会
館
の
管
理
・
運
営
を
民

間
に
丸
投
げ

業
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

「
空
き
店
舗
な
ど
に
区
か
ら
人
を
配
置
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
を
お
い
た
り
御
用
聞
き
に
行
け
ば
、
高

齢
者
の
安
否
確
認
に
も
つ
な
が
る
」
こ
と
。
商

店
街
の
若
手
会
員
が
宅
配
事
業
を
実
施
し
て
い

る
商
店
街
を
視
察
、
宅
配
事
業
の
検
討
を
は
じ

め
た
こ
と
か
ら
、
区
と
し
て
「
積
極
的
な
支
援

が
必
要
」
と
質
問
。「
配
送
手
段
の
確
保
等
課

題
は
あ
る

が
、
実
現
に

向
け
、
積
極

的
に
支
援

し
て
い
く
」

と
答
え
ま
し

た
。

党
区
議
団
は
こ
れ
ま
で
、
商
店
街
の
活
性
化

と
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
策
と
し
て
、
宅
配
事

商
店
街
の
宅
配
事
業

実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
支
援
す
る

「『大東亜戦争』と子どもたちに伝
えよ」驚くべき認識　保守日本

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
確
保
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
取
り
上
げ
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
七
月
に
行
わ
れ
た
参

青山福祉会館

国民健康保険料大幅値上げを計画
区民に知らせず密室で準備

今後9年間で280億円もの税金投入！

再開発補助金をやめ、区民の再開発補助金をやめ、区民の

平成20年度ベース 賦課割合変更なし
給与所得者（65歳未満）4人世帯 （円）

収入・世帯構成別保険料モデルケース

年　　収 200万円 300万円 400万円

118,080 154,839 207,450

167,386 235,686 276,682

49,306 80,847 69,232

住民税方式(現行制度) 

旧ただし書き方式(本則)

差　　額



共
産
党
は
「
な
ん
で
も
反
対
」
と
思
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
は
大
き
な
誤
解
で
す
。

共
産
党
は
、「
区
民
の
た
め
に
な
る
」
議
案
に

は
賛
成
。「
区
民
の
た
め
に
な
ら
な
い
」
議
案
に

は
反
対
す
る
。
明
確
な
基
準
の
も
と
に
判
断
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
た
だ
反
対
で
な
く
「
こ
う

す
れ
ば
区
民
の
た
め
に
な
る
」
と
、
質
疑
の
中

で
積
極
的
に
改
善
の
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

前
回
の
区
議
会
議
員
選
挙
以
降
の
議
案
に
対

し
、
五
六
％
に
賛
成
（
従
前
は
七
割
〜
八
割
）

し
て
い
ま
す
。
賛
成
率
が
下
が
っ
て
い
る
の
は
、

区
民
の
施
設
の
管
理
・
運
営
を
民
間
に
丸
投
げ

す
る
「
指
定
管
理
」
の
議
案
が
多
く
な
っ
て
い

る
た
め
（
こ
の
間
、
一
〇
〇
の
施
設
を
指
定
管

理
）
反
対
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
共
産
党
議
員
団
六
名
は
、
積
極
的
に

条
例
提
案
を
行
っ
た
り
、
予
算
案
の
修
正
を
提

案
す
る
な
ど
、
区
民
生
活
を
守
る
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
共
産
党
以
外
の
政
党
・
会
派
は
区
長

提
出
の
予
算
・
決
算
や
、
国
保
料
の
値
上
げ
、

森
ビ
ル
な
ど
へ
の
再
開
発
補
助
金
に
「
な
ん
で

も
賛
成
」
オ
ー
ル
与
党
の
立
場
で
す
。

東
京
ガ
ス
跡
地
に
計
画
さ
れ
て
い

る
田
町
駅
東
口
公
共
公
益
施
設
は
、

ど
ん
な
手
法
で
行
う
の
か
、
総
事
業

費
が
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
、
全

体
像
を
区
民
に
知
ら
せ
な
い
ま
ま
来

年
四
月
着
工
予
定
で
進
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
九
月
七
日
に
開
か

れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
・
子
育
て
等
対

策
委
員
会
」
で
区
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
を
予
定
し
、
都
市
再
生
機
構

（
Ｕ
Ｒ
）
に
施
行
の
要
請
を
す
る
こ
と

で
、
三
月
に
区
長
と
東
京
ガ
ス
で
覚

書
を
取
り
交
わ
し
、
区
長
が
都
市
再

生
機
構
に
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実

施
を
要
請
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

土
地
区
画
整
理
事
業
で
実
施
す
る

と
、
区
民
の
財
産
で
あ
る
駅
前
の
一

等
地
と
東
京
ガ
ス
跡
地
の
評
価
額
さ

え
明
ら
か
に
せ
ず
交
換
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
業
費
も
公
共
公
益
施
設

の
建
設
費
、
土
地
区
画
整
理
事
業
費

や
既
存
施
設
の
解
体
工
事
費
な
ど
で

約
六
○
○
億
円
に
も
な
り
、
さ
ら
に

建
設
費
の
数
倍
と
言
わ
れ
る
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
区
民
に

大
き
な
負
担
が
押
し
つ
け
ら
れ
る
不
安
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
第
三
回
定
例
区
議
会
に
「
田
町
駅

東
口
北
地
区
公
共
公
益
施
設
の
計
画
を
、
再
検

討
す
る
事
」
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。党

区
議
団
は
、
事
業
ご
と
の
費
用
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
明
ら
か
に
し
、
区
民
に
知
ら
せ

る
こ
と
。
深
刻
な
不
況
の
中
で
事
業
の
見
直
し

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
迫
り
ま
し

た
。

区民要求実現のため、がんばります

困ったときはすぐ相談を 6名の区議が毎月相談会を開いています

大 滝　実 沖島えみ子 風見　利男 熊田ちづ子 星野たかしいのくま正一
（3431）3449 （3457）1525 （3443）4517 （3400）5015 （3583）1402 （3449）1202

紅
葉
谷
の
中
に
あ
る
蛇
塚
へ
通
じ
る
階
段
が

崩
壊
し
て
い
る
た
め
に
、
九
月
八
日
よ
り
紅
葉

谷
へ
の
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
紅
葉
の
時
期
を
迎
え
、
東
京
タ
ワ

ー
や
、
芝
公
園
を
訪
れ
る
人
も
多
く
な
り
ま
す
。

早
急
に
修
復
す
る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

都
立
芝
公
園
グ
ラ
ン
ド
前
の
小
川
も
、
ポ
ン

プ
が
壊
れ
た
ま
ま
で
、
水
が
流
れ
な
い
ま
ま
で

す
。
再
三
、
議
会
で
も
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た

が
、
未
だ
改
修
さ
れ
な
い
ま
ま
で
す
。
都
に

「
早
急
に
改
修
す
る
よ
う
要
請
を
」
と
質
問
し

ま
し
た
。

芝
公
園
紅
葉
谷
の
修
復
工
事

早
急
に
都
に
要
請
を

来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
江
〜
姫

た
ち
の
戦
国
〜
」
を
区
の
観
光
と
商
店
街
発

展
に
活
か
す
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

お
江
は
、
徳
川
二
代
将
軍
・
秀
忠
の
正

室
、
三
代
将
軍
・
家
光
の
生
母
で
す
。
増
上

寺
に
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。

港
区
で
も
区
と
教
育
委
員
会
、
観
光
協

会
、
区
商
連
、
増
上
寺
と
具
体
的
な
協
議
を

行
い
、
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
進
め

る
べ
き
だ
と
質
問
し
ま
し
た
。

区
は
、
教
育
委
員
会
、
港
区
観
光
協
会
、

港
区
商
店
街
連
合
会
、
増
上
寺
を
委
員
と
す

る
「
お
江
記
念
事
業
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
十
一
月
に
開
催
の
「
も
の
づ
く
り
・
商

業
観
光
フ
ェ
ア
」
に
関
連
し
、
増
上
寺
の
徳

川
将
軍
家
霊
廟
を
特
別
に
公
開
す
る
な
ど
、

相
互
に
連
携
協
力
し
て
効
果
的
に
事
業
を
実

施
す
る
。
港
区
観
光
協
会
で
は
、
歴
史
観
光

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
江
姫
」
を
作
成
し
、
関
連
事
業
や
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
作
り
に
活
用
す
る
。
と
答
え
ま

し
た
。
党
区

議
団
の
提
案

が
具
体
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

共
産
党
は

「
な
ん
で
も
反
対
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん

「
江ご

う

〜
姫
た
ち
の
戦
国
〜
」
区
の
観
光
に
生
か
せ

※
区
の
説
明
を
元
に
イ
メ
ー
ジ
を
作
成

A区有地 B東京ガス

新たな都市拠点ゾーン
（公共公益施設建設予定地）

JR田町駅

新芝浦運河

モノレール

くらしの拠点ゾーン

交換予定

180mの超高層?
田町駅東口北地区のイメージ

田町駅東口北地区「公共公益施設」見直しを
事
業
費
が
六
〇
〇
億
円
も

立入り禁止の紅葉谷
区観光協会の「江姫」キャラクター

事
業
費
が
六
〇
〇
億
円
も

56%に
賛　成
56%に
賛　成


